
２８－１

団体実績報告

相武台みんなの歌（踊り）制定委員会申 請 団 体

事 業 目 的 等

申 請 事 業 名 相武台みんなの歌つくろうよ

平成２８年度　相武台地区地域活性化事業交付金決定事業の概要と評価

備 考

　子どもから大人まで夢ある相武台のイベントに取り入れていくために、今後
普及委員会活動を通して、地域の諸団体に浸透させて、街全体が一体となれる
ことを目的とする。

・ピアノ曲、合唱、マンドリン、カラオケ、ポップス曲を導入したＣＤ３００
枚制製作。
・小中学校、普及推進２７団体に配布。更に１００枚を無料抽選により配布し
た。
・相武台ＢＢＱの相武台自治会事業風景の映像提供を受けてＤＶＤの背景に活
用した。カラオケバージョンとともにＤＶＤを制作した。
・ポップス曲には、地元ダンスチームに「リズミックチアーダンス」の振付を
依頼し完成。
・相武台鼓笛隊編曲が完成し、相武台鼓笛隊発表会で演奏していただいた。
・盆踊り用民謡は、新たに民謡調に作曲を完了。お囃子と唄を収録した２８年
度の各地の盆踊り大会で披露し好評であったが、電子音での曲調のため、三味
線演奏によるバージョンを作成する計画を模索中。

　平成２６年度から、相武台地区住民の手による「相武台みんなの歌」が企画
され、様々なバージョンを制作して、相武台地区のイベントで普及活動をして
おり、こどもから大人までで踊れる夢のある事業となっている。
　当まちづくりセンターでは、このような住民主体の「まちおこし」を推進し
ており、この企画についても、引き続き最終版の制作まで、行政としてできる
支援を行っていきたい。

交 付 年 月 日 平成２８年　６月　３日

交付決定金額 150,000円 （全体事業費） 199,590円

市 評 価



２８－２

申 請 事 業 名 相武台地区における「地域の拠点」の愛称制定事業

　応募いただいた方のうち、最優秀賞及び優秀賞の受賞者には、移転先で予定
している愛称発表式に出席いただくとともに、入選までの受賞者には、賞状と
記念品等を贈呈する（応募要領に記載）。
　移転にあわせて、愛称「そあら」の看板、ポスター及びチラシの作成を行
い、地域へ幅広くＰＲを進めていき、将来にわたり親しみを持ち続けることの
できる施設となるようにする。

①平成２７年度に組織した「相武台地区における「地域の拠点」の愛称制定会
議」の構成員を中心に、「相武台地区における「地域の拠点」の愛称普及会
議」の組織作りを行う。
②移転先で予定している愛称発表式を活用して、地域への周知を図る。
③愛称「そあら」の看板、ポスター及びチラシの作成を行う。
④移転後は、市や南区等の行政機関等でも使用されるよう広めていく。

平成２８年度　相武台地区地域活性化事業交付金決定事業の概要と評価

備 考

・入選者（１２名）については、賞状と記念品を送付するとともに、最優秀賞
（１名）・優秀賞（２名）の方には、１０月２３日（日）に開催された「第４
０回相武台ふるさとまつり」の中で表彰式を行った。
・女子美術大学学生もチーム愛称に加わり、愛称の文字デザインや看板のデザ
インを、地域とともに検討して作成した。
・9/19　開所式の受付で来場者にクリアファイルを配布して、広く周知を行っ
た。
・3/10　愛称の看板を敷地内に設置して、除幕式を行った。
・3/11　相武台公民館まつりにおいて、来場者にクイズ形式でマグネットを配
布して、こどもから大人まで愛称の周知を行った。

　平成26年度の相武台地区まちづくり懇談会に端を発し、昨年度から相武台地
区まちづくり会議の専門部である「チーム愛称」を中心に、地域住民主導で愛
称の募集から周知まで行ったことは、大いに敬意を表するものである。
　今後市として、新しい「地域の拠点」やその愛称が、地域住民から将来にわ
たって愛されるよう必要な支援やコーディネートを行っていきたい。

交 付 年 月 日 平成２８年　９月　１日

交付決定金額 850,000円 （全体事業費） 850,327円

市 評 価

団体実績報告

相武台地区における「地域の拠点」の愛称制定会議申 請 団 体

事 業 目 的 等



２８－３

平成２８年度　相武台地区地域活性化事業交付金決定事業の概要と評価

備 考

今回の芸術祭は出演参加者は２０団体６８０名でした。午前９時から開会式を
行い、南区長をはじめ１１名のご来賓があり、特別出演のフラメンコと吉本興
業の漫才を取り入れ多くの観衆を魅了させていただきました。
総観客数は、今までになく３，５００名を超えておりました。また、おもいで
館では、写真、絵画の展示の他に、女子美術大学学生によるモザイクで作る
ワークショップに３００名の子どもたちが参加をしてくれました。昨年に続き
プログラム表紙とＰＲ用ポスターの作成を女子美術大学にお願いをして立派な
ものができました。模擬店については、７店が参加をしてくださり大変盛況で
ありました。駐車場整理については、交通安全協会が協力をしてくださいまし
た。すべて事故もなく無事終了いたしました。

　当該事業の継続年数は７年目となり、様々な芸術を体験できるイベントとし
て地域に定着していることは、大変評価している。また、実行委員会の尽力に
より、完全に自立した地域イベントとして成果を収めている。
　このような地域力を大いに評価するとともに、今後も自主自立に向けた支援
を行っていきたいと考えている。

交 付 年 月 日 平成２８年１１月１４日

交付決定金額 1,000,000円 （全体事業費） 1,193,036円

市 評 価

地元相武台公民館等でサークル活動や趣味で習い事をしている個人、団体に呼
びかけをして、子どもから成人、高齢者まで相武台地域で活動している方々の
芸術を広く市民の皆様に知ってもらい、その活動の輪を広げていくことで相武
台地域の活性化を推進していく。
１：活動しているグループの発表の場を提供する。
２：多くの市民に見ていただくことにより活動の輪を広げることができる。
３：相武台地域のイベントとして定着させ地域の活性化を図る。
４：普段身近で見ることのできないものを毎年、地域住民に提供できる機会と
する。

〔日　時〕平成２８年１２月１１日（日）　午前９時から午後４時まで
〔場　所〕相模原市立もえぎ台小学校体育館

団体実績報告

相武台芸術祭実行委員会申 請 団 体

事 業 目 的 等

申 請 事 業 名 第7回相武台芸術祭



２８－４

平成２８年度　相武台地区地域活性化事業交付金決定事業の概要と評価

備 考

・相武台地区では、多くの住民（子ども～高齢者）が参加できるイベントを期
待しているという声が多く聞かれる。
・これまで冬のイベントとしては、イルミネーション事業を各商店街や自治会
が独自に実施してきたが、地域一体となった事業への期待が高まってきた。
・高齢化が進む当地区としては、次代を担う子どもや親子で楽しめるイベント
として強化したいという思いから、自治会をはじめ各団体が協力して地域のイ
ベントとして実施し、相武台地区のまちづくりの一助としたい。

相武台地区の３商店会が一斉にイルミネーション電飾で夜空を飾り、各地域の
賑わいを創りだし、周辺住民との交流を図りました。
相武台地区の年末に華やかな風物詩と、大いに話題を呼んだ。

相武台団地商店街広場　　　平成２８年１１月２６日（日）点灯式典
グリーンパーク商店街広場　平成２８年１１月２５日（土）点灯式典
相武台商店街駅前広場　　　平成２８年１１月２５日（土）点灯式典
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月２５日（日）ｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄ
　　　　　　　　　　　　　平成２９年１月７日（土）ﾌｧｲﾅﾙｺﾝｻｰﾄ

　各商店街や自治会が独自に実施していたイルミネーション事業を、同じ時期
に地域一体となって開催し、相武台地区全体として活気のある事業として成果
を収めている。
　今年度がはじめての開催ということもあり、当初予定していた写真募集がう
まくいかなかったことなど課題があるものの、今後も自主自立に向けた支援を
行っていきたいと考えている。

交 付 年 月 日 平成２８年１１月１４日

交付決定金額 650,000円 （全体事業費） 1,080,291円

市 評 価

団体実績報告

相武台ウィンターイルミネーション実行委員会申 請 団 体

事 業 目 的 等

申 請 事 業 名 相武台ウィンターイルミネーション


